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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】細やかな作業が可能で、フィット性,柔軟性、
作業性を有し、且つ手袋を外したときに内手袋が外手袋
から離れることがなく、しかも寒さ対策或いは暑さ対策
が十分施された作業用手袋を提供する。
【解決手段】指一本ずつ覆うグラブ形状の編み原手３に
コーティング皮膜４が形成された第一素手袋２と、複数
の裏地片で縫合され、指一本ずつ覆うグラブ形状の縫製
手袋からなる第二素手袋５とを、具備し、第一素手袋２
内に第二素手袋５が装着され、且つ各指８の甲側先端部
に対応する第一素手袋の甲側部先端部位２３と第二素手
袋の甲側部先端部位５３とを縫合して縫糸結合部７が形
成されてなる。
【選択図】図４
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
指一本ずつ覆うグラブ形状の編み原手(3)にコーティング皮膜(4)が形成された第一素手袋
(2)と、複数の裏地片(6)で縫合され、指一本ずつ覆うグラブ形状の縫製手袋からなる第二
素手袋(5)とを、具備し、前記第一素手袋(2)内に該第二素手袋(5)が装着され、且つ各指(
8)の甲側先端部に対応する第一素手袋(2)の甲側部先端部位(23)と第二素手袋(5)の甲側部
先端部位(53)とを縫合して縫糸結合部(7)が形成されてなることを特徴とする作業用手袋
。
【請求項２】
前記コーティング皮膜が前記編み原手(3)に背抜きで形成され、且つ第一素手袋(2)の挿入
口部分(201)と第二素手袋(5)の挿入口部分(501)が細帯状体(14)を用いたパイピング加工
により結合固定された請求項１記載の作業用手袋。
【請求項３】
前記各指(8)の甲側先端部が各指(8)の爪部(9)であり、第一素手袋(2)の前記甲側部先端部
位(23)と第二素手袋の前記甲側部先端部位(53)が該爪部(9)と対向する部位である請求項
２記載の作業用手袋。
【請求項４】
前記第二素手袋(5)がシンサレート（登録商標）製の裏地片(6)を縫合した縫製手袋である
請求項３記載の作業用手袋。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、原手にコーティング被膜が形成された作業用手袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　原手にコーティング皮膜を形成した手袋が種々提案されている（例えば特許文献１,２
）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１４４８１７号公報
【特許文献２】特開２００４－２８５５２８号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかるに、特許文献１,２共に作業で消耗しやすい箇所を補強する発明であり、例えば
冬期の寒さ対策が施された作業用手袋でなかった。防寒用として、斯かる作業用手袋を外
手袋として、アクリル系の太い糸で編んだ内手袋を装着させることが考えられるが、作業
がしづらくなった。編み製手袋でその糸を太くして暖かくできても、その二重構造の手袋
を手に嵌めてみると、今度はゴワゴワして作業用手袋として不向きとなる。特に、防水対
策用コーティング皮膜が必要で、且つきめ細やかな作業を行おうとした場合の作業用手袋
において、冬場の防寒対策を施したものはこれまで存在しなかった。一方、夏場は内手袋
に汗を吸収する吸汗性が求められるが、二重構造の手袋で内手袋に吸汗性の良い生地を採
用した作業用手袋は見当たらなかった。
　また、上述した二重構造の手袋を作製できたとしても、手袋を外すとなると、内手袋が
外手袋から離れてしまう不具合がある。再び二重構造手袋を使おうとした時、うまく手を
入れて挿着できず、苦労を強いられる問題も抱えていた。
【０００５】
　本考案は上記問題点を解決するもので、細やかな作業が可能で、フィット性,柔軟性、
作業性を有し、且つ手袋を外したときに内手袋が外手袋から離れことがなく、しかも寒さ
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対策或いは暑さ対策が十分施された作業用手袋を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成すべく、請求項１に記載の考案の要旨は、指一本ずつ覆うグラブ形状の
編み原手(3)にコーティング皮膜(4)が形成された第一素手袋(2)と、複数の裏地片(6)で縫
合され、指一本ずつ覆うグラブ形状の縫製手袋からなる第二素手袋(5)とを、具備し、前
記第一素手袋(2)内に該第二素手袋(5)が装着され、且つ各指(8)の甲側先端部に対応する
第一素手袋(2)の甲側部先端部位(23)と第二素手袋(5)の甲側部先端部位(53)とを縫合して
縫糸結合部(7)が形成されてなることを特徴とする作業用手袋にある。
　請求項２の発明たる作業用手袋は、請求項１で、コーティング皮膜が前記編み原手(3)
に背抜きで形成され、且つ第一素手袋(2)の挿入口部分(201)と第二素手袋(5)の挿入口部
分(501)が細帯状体(14)を用いたパイピング加工により結合固定されたことを特徴とする
。請求項３の発明たる作業用手袋は、請求項２で、各指(8)の甲側先端部が各指(8)の爪部
(9)であり、第一素手袋(2)の前記甲側部先端部位(23)と第二素手袋の前記甲側部先端部位
(53)が該爪部(9)と対向する部位であることを特徴とする。請求項４の発明たる作業用手
袋は、請求項３で、第二素手袋(5)がシンサレート（登録商標）製の裏地片(6)を縫合した
縫製手袋であることを特徴とする。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案の作業用手袋は、コーティング皮膜を有する外手袋用の第一素手袋と内手袋用の
第二素手袋を備える二重構造の手袋にして、防寒対策或いは暑さ対策が十分施され、それ
でいて細やかな作業ができ、フィット性,柔軟性、作業性に優れ、さらに手袋を外す際に
内手袋が外手袋から離れことなく双方が一体化しているなど優れた効果を発揮する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本考案に係る作業用手袋の概略全体斜視図である。
【図２】図１の分解斜視図である。
【図３】図１の第二素手袋に係る手のひら側の斜視図である。
【図４】図１のIV-IV線矢視図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本考案に係る作業用手袋について詳述する。
　図１～図４は本考案の作業用手袋の一形態で、図１はその概略全体斜視図、図２は図１
の分解斜視図、図３は図１の第二素手袋に係る手のひら側の斜視図、図４は図１のIV-IV
線矢視図を示す。
【００１０】
　作業用手袋１は、第一素手袋２と第二素手袋５と縫糸結合部７と細帯状体１４とを備え
る(図１,図２)。
　第一素手袋２は、作業用手袋１に表面側に現れる外手袋で、編み原手３とコーティング
皮膜４とを具備する。グラブ形状の編み原手３の表面にコーティング皮膜４が形成される
。
【００１１】
　編み原手３は、シームレスの編み手袋で、指一本ずつを覆うグラブ形状品になっている
。編み原手３は、その挿入口から手を入れ、親指相当部,人差指相当部等に、五本の指８
をそれぞれ挿入すると、手に装着できる手袋形状になる(図２)。第一素手袋２にシームレ
スの編み原手３を用いるのは、外観が良好で且つ厚みが均一なコーティング皮膜４を容易
に形成できるからである。
　第一素手袋２を構成する編み原手３は、例えば7ゲージ～18ゲージの範囲に設定した綿
糸やポリエステル,アクリル,ナイロンなどの化学繊維を用いて、メリヤス編み又はニット
編みの編布で形成される。
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【００１２】
　コーティング皮膜４は、編み原手３の表面に被着一体化させて防水機能を発揮させる処
理膜である。コーティング皮膜４の素材としては天然ゴム,ニトリルゴム,ポリ塩化ビニル
などがあり、本考案の作業用手袋１はその種類を問わない。コーティング皮膜４は図示の
ごとく、編み原手３に背抜きで形成される。各指８の先端部に対応する編み原手３の先端
部位、手のひら側の面、及び挿入口近傍に係る編み原手部位に限定して、その表面にコー
ティング皮膜４が形成される。図１,図２ごとく編み原手３の甲側の面３ａにはコーティ
ング皮膜４が形成されない。手の甲側の面３ａでコーティング皮膜４を省く背抜きにする
のは、通気性,フィット感を保ち、指先感覚を要する細やかな作業にも対応できる作業用
手袋１を得るためである。
　図中、符号２ａは第一手袋の甲側の面、符号２ｂは第一手袋の手のひら側の面、符号４
ａはコーティング皮膜の甲側の面、符号４ｂはコーティング皮膜の手のひら側の面を示す
。
【００１３】
　第二素手袋５は、複数の裏地片６で縫合され、指一本ずつ覆うグラブ形状の縫製手袋で
ある。第二素手袋５は、第一素手袋２と同等又は若干小さめにして、その挿入口２０から
挿入し、該第一素手袋２内に装着される。
　冬場対策の作業用手袋１としては、薄手生地で且つ断熱性の高い裏地片６が用いられる
。防寒衣料の中綿等として用いられる不織布等の断熱素材で、編むことが不可能な薄手の
生地であっても、この裏地片６を複数用いて、縫製手袋にすることはできる。本実施形態
は、こうした薄手の断熱素材を使った縫製手袋を第二素手袋５として採用し、防寒対策が
施された作業用手袋１にする。具体的には、第二素手袋５用としてシンサレート（登録商
標）製の裏地片６を複数用意し、これらを縫合した縫製手袋とする。シンサレート（スリ
ーエムカンパニーの登録商標）は、防寒衣料に使われる断熱保温素材の一つで、薄くて軽
く且つ暖かく保温効果が高い高機能中綿素材である。
　一方、夏場対策品としては、吸汗性に優れる例えば綿等の薄手裏地片６を縫合した縫製
手袋を第二素手袋５として採用する。
【００１４】
　複数の裏地片６を縫合して作製される第二素手袋５は、図２のように複数の裏地片６を
縫合し、縫目ライン５１ができる縫製手袋で、指一本ずつを覆うグラブ形状品になってい
る。本実施形態は第一裏地片６ａ,第二裏地片６ｂ,第三裏地片６ｃの三つの裏地片６で第
二素手袋５が形成される(図２,図３)。その挿入口５０から手を入れ、親指相当部５５,人
差指相当部５６,中指相当部５７,薬指相当部５８,小指相当部５９に、五本の指８をそれ
ぞれ挿入すると、手に装着できる手袋形状になる。符号５２は縫目ライン５１外に現れる
縫い代を示す。
　該第二素手袋５は前記第一素手袋２の挿入口２０からその袋内へ挿入され、第一素手袋
２係る各親指相当部２５,人差指相当部２６,中指相当部２７,薬指相当部２８,小指相当部
２９の裏面２ｃ側に、第二素手袋５に係る親指相当部５５,人差指相当部５６,中指相当部
５７,薬指相当部５８,小指相当部５９が対応してそれぞれ配される。第二素手袋５は縫い
代５２が外側に露出した図２の状態にして第一素手袋２の袋内へ挿入されるので、該縫い
代５２が第一素手袋２の裏面２ｃと対向,当接することになる。したがって、作業用手袋
１が出来上がった段階で、その挿入口１０から手を挿入しても縫い代５２に当たらず、本
作業用手袋１を嵌めた作業者に違和感はない。製品となった作業用手袋１の意匠面やその
袋内に、縫い代５２が現れないので、美観を損ねることもない。
【００１５】
　縫糸結合部７は、前記第一素手袋２の挿入口２０から挿入され、その袋内に配された第
二素手袋５と第一素手袋２とを縫糸７ａでつなぎ止める連結部である(図４)。各指８の甲
側先端部に対応する第一素手袋２の甲側部先端部位２３と第二素手袋５の甲側部先端部位
５３とを縫合した縫糸結合部７になっている。縫糸結合部７の形成によって、第二素手袋
５の甲側部先端部位５３が第一素手袋２の甲側部先端部位２３から離れなくなり、使い勝
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手が良くなる。第一素手袋２の甲側部先端部位２３と第二素手袋５の甲側部先端部位５３
とが離れないよう、双方を係止一体化できればよく、図示のごとく甲側部先端部位２３,
５３のごく一部分の箇所に縫糸結合部７を設ければよい。
【００１６】
　縫合して縫糸結合部７を形成する箇所を、各指８の甲側先端部に限定するのは、縫糸結
合部７の箇所が防水機能を果たせなくなるからである。縫糸結合部７には縫糸７ａの目が
残り、縫糸７ａと第一素手袋２,第二素手袋５との間に液体が侵入する隙間ができる。た
だ、本作業用手袋１は、指先感覚が必要な細やかな作業で、且つ手のひら側の面２ｂや作
業対象物を掴んだり触ったりする指先部分が濡れるのを防止できれば足りる製品としてい
る。したがって、第一素手袋２の甲側部先端部位２３と第二素手袋５の甲側部先端部位５
３とを縫合して縫糸結合部７が形成され、縫目の跡ができても何ら支障ない。作業者にと
って防水機能が維持された作業用手袋１になっている。
　さらに、各指８の甲側先端部が各指８の爪部９であり、第一素手袋２の前記甲側部先端
部位２３と第二素手袋５の前記甲側部先端部位５３が該爪部９と対向する部位であるとす
ると、より好ましくなる。指先仕事等の細やかな作業であれば、爪部９と対向する甲側部
先端部位がより濡れにくい箇所となるからである。また、縫糸結合部７の縫糸７ａが第二
素手袋５の内面５ｃ側へ突き抜けて露出しており、作業用手袋１に装着した指８と接触す
ることになるが、爪部９と対向する部位であれば、他の皮膚の部分と違い、敏感に反応す
る箇所ではないからである。縫糸７ａとの接触に、作業者がことさら違和感を憶え、気に
なることもないからである。尚、符号５ａは第二素手袋の甲側の面、符号５ｂは第二素手
袋の手のひら側の面を示す。
【００１７】
　細帯状体１４は、第一素手袋２の挿入口２０から挿入され、その袋内に配された第二素
手袋５と、該第一素手袋２とに対し、それぞれの挿入口部分２０１,５０１をパイピング
加工により、結合固定する合成樹脂製テープ状体である。第一素手袋２の挿入口部分２０
１と第二素手袋５の挿入口部分５０１とを重ね合わせた後、細帯状体１４が図１のように
両挿入口部分２０１,５０１を挟み込むようにしてパイプ状に縫いつけられ、第一素手袋
２,第二素手袋５の挿入口部分２０１,５０１に結合一体化される。
　こうして、第一素手袋２の袋内に第二素手袋５を配し、第一素手袋２の甲側部先端部位
２３と第二素手袋５の甲側部先端部位５３とを縫合して縫糸結合部７を形成し、さらに細
帯状体１４を用いたパイピング加工により、第一素手袋２,第二素手袋５の挿入口部分２
０１,５０１を結合固定して、所望の作業用手袋１が得られる。
　尚、符号２１は第一素手袋２の甲側の面２ａで手首相当部位に縫い付けた面テープ状被
係合部、符号２２は基端部分が第一手袋２の手首相当部位に取付けられ、該被係合部２１
に対向面が接合して一体化するバンド、符号Ｓは指穴を示す。
【００１８】
　このように構成した作業用手袋は、作業で手が濡れるケースであっても、第一素手袋２
にコーティング皮膜４が施されているので、濡れることから免れる。そして、第一素手袋
２の外袋と第二素手袋５の内袋との二重構造であるが、第二素手袋５を縫製手袋にするの
で、薄手の裏地片６を縫合して作製できる。したがって、ぶ厚く硬くて作業しづらい現存
する各種防寒用手袋と違って、軽くて柔らかく手作業が円滑に進む作業用手袋１になる。
指先感覚が必要な細やかな作業でも、作業者は楽にこなすことができる。
【００１９】
　また、第二素手袋５に縫製手袋を採用するので、編むことはできなくても、薄手生地に
して防寒衣料の中綿として用いられる例えば極細繊維をからませた保温効果の高いシンサ
レート(登録商標)等からなる不織布などの生地,裏地片６を用いることができる。冬場の
防寒対策向け作業用手袋１として打ってつけとなる。夏場対策の作業用手袋１としては、
第二素手袋５用裏地片６に、薄手にして汗を吸収するような吸汗性の良好な薄手の生地(
例えば綿生地等)を用いて、指先感覚が必要な細やかな作業に向く作業用手袋１とするこ
とができる。
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【００２０】
　加えて、本作業用手袋１が第一素手袋２と第二素手袋５との二重構造になっていても、
縫糸結合部７で双方が連結しており、一体化状態が保たれる。縫糸結合部７があるので、
作業用手袋１に手を入れる際、手を抜く際に、内側の第二素手袋５がずれたり、第一素手
袋２から第二素手袋５が離れて抜け出たりすることはない。さらに、第一素手袋２,第二
素手袋５の挿入口部分２０１,５０１が細帯状体１４を用いたパイピング加工により結合
固定されると、挿入口２０,５０周りと各指８の甲側先端部部位の両方で、第一素手袋２
と第二素手袋５とが一体化されるので、作業用手袋１に手を入れる際、手を抜く際に、内
側の第二素手袋５がずれたり、第一素手袋２から第二素手袋５が離れて抜け出たりするの
を完全防止できる。
【００２１】
　前記縫糸結合部７によって、縫糸７ａと第二素手袋５の裏地との間に縫目の隙間ができ
、一見、防水用にならなくもない。しかし、作業で手が濡れるケースであっても、濡れる
のは手のひらの側の面２ｂや、作業で物を掴んだり触ったりする指先だけであり、指先感
覚が必要な細やかな作業の作業用手袋１としては、十分に防水機能を果たす。本作業用手
袋１が防水対策を満たし、さらに軽くて軟らかいために、細やかな作業に向き、しかも防
寒対策も十分であるなど極めて有益である。
　さらにいえば、前記縫糸結合部７で縫合する箇所が、各指８の甲側先端部に対応する第
一素手袋２の甲側部先端部位２３と第二素手袋５の甲側部先端部位５３とであり、手作業
で液体を扱う場合に濡れにくい所に設けられるので、防水対策品になっている。各指８の
甲側先端部が各指８の爪部９であり、第一素手袋２の前記甲側部先端部位２３と第二素手
袋５の前記甲側部先端部位５３が該爪部９と対向する部位にすると、手作業で液体を扱う
場合に、より一層濡れにくい所に設けられたことになるので、防水対策品としてほぼ万全
となる。
　このように、本作業用手袋１は上述した数々の優れた効果を発揮し、多大な効を奏する
。
【００２２】
　尚、本考案においては前記実施形態に示すものに限られず、目的,用途に応じて本考案
の範囲で種々変更できる。第一素手袋２,編み原手３,コーティング皮膜４,第二素手袋５,
裏地片６,縫糸結合部７等の形状,大きさ,個数,材質等は用途に合わせて適宜選択できる。
【符号の説明】
【００２３】
　１　　　　　作業用手袋
　２　　　　　第一素手袋
　２０１　　　挿入口部分
　２３　　　　甲側部先端部位
　３　　　　　編み原手
　４　　　　　コーティング皮膜
　５　　　　　第二素手袋
　５０１　　　挿入口部分
　５３　　　　甲側部先端部位
　６　　　　　　裏地片
　７　　　　　縫糸結合部
　８　　　　　指
　９　　　　　爪部
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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月25日(2014.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
指一本ずつ覆うグラブ形状の編み原手(3)にコーティング皮膜(4)が形成された第一素手袋
(2)と、複数の裏地片(6)で縫合され、指一本ずつ覆うグラブ形状の縫製手袋からなる第二
素手袋(5)とを、具備し、前記第一素手袋(2)内に該第二素手袋(5)が装着され、且つ各指(
8)の甲側先端部に対応する第一素手袋(2)の甲側部先端部位(23)と第二素手袋(5)の甲側部
先端部位(53)とを縫合して縫糸結合部(7)が形成されてなることを特徴とする作業用手袋
。
【請求項２】
前記コーティング皮膜が前記編み原手(3)に背抜きで形成され、且つ第一素手袋(2)の挿入
口部分(201)と第二素手袋(5)の挿入口部分(501)が細帯状体(14)を用いたパイピング加工
により結合固定された請求項１記載の作業用手袋。
【請求項３】
前記各指(8)の甲側先端部が各指(8)の爪部(9)であり、第一素手袋(2)の前記甲側部先端部
位(23)と第二素手袋の前記甲側部先端部位(53)が該爪部(9)と対向する部位である請求項
２記載の作業用手袋。
【請求項４】
前記第二素手袋(5)が防寒衣料の中綿として用いられる断熱保温素材からなる裏地片(6)を
縫合した縫製手袋である請求項３記載の作業用手袋。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成すべく、請求項１に記載の考案の要旨は、指一本ずつ覆うグラブ形状の
編み原手(3)にコーティング皮膜(4)が形成された第一素手袋(2)と、複数の裏地片(6)で縫
合され、指一本ずつ覆うグラブ形状の縫製手袋からなる第二素手袋(5)とを、具備し、前
記第一素手袋(2)内に該第二素手袋(5)が装着され、且つ各指(8)の甲側先端部に対応する
第一素手袋(2)の甲側部先端部位(23)と第二素手袋(5)の甲側部先端部位(53)とを縫合して
縫糸結合部(7)が形成されてなることを特徴とする作業用手袋にある。
　請求項２の発明たる作業用手袋は、請求項１で、コーティング皮膜が前記編み原手(3)
に背抜きで形成され、且つ第一素手袋(2)の挿入口部分(201)と第二素手袋(5)の挿入口部
分(501)が細帯状体(14)を用いたパイピング加工により結合固定されたことを特徴とする
。請求項３の発明たる作業用手袋は、請求項２で、各指(8)の甲側先端部が各指(8)の爪部
(9)であり、第一素手袋(2)の前記甲側部先端部位(23)と第二素手袋の前記甲側部先端部位
(53)が該爪部(9)と対向する部位であることを特徴とする。請求項４の発明たる作業用手
袋は、請求項３で、第二素手袋(5)が防寒衣料の中綿として用いられる断熱保温素材から
なる裏地片(6)を縫合した縫製手袋であることを特徴とする。
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